
 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚部でお散歩をしていると、街のあちこちにやさしい色合いの花々を見付けるようにな

りました。 

早いもので令和7 年度もまとめの時期を迎えます。日々悩むこともありますが、振り返る

と子供たちの成長に驚きや喜びを感じることの方が多く、また巡る春に心躍ります。来年度も

多くの方々と育児相談でお会いできるのを楽しみにしています。 

 

 

 本校理療科で教鞭をとっている、小野先生のお話を聞きました。 

 全盲の視覚障害当事者ですが、とてもアクティブに生活しておられる様子が伝わってきました。家庭や盲

学校、多くの趣味を通して、世界を広げることの大切さを教えていただきました。 

 たくさんの学びの中から「小野先生語録」としていくつか紹介します。 

 

 

 

●実施日：水曜日に変更します。 

●育児相談同窓会：7/22（水）「あいサポート研修会」と同日開催です。 

  様々な体験イベントがありますので、ぜひご参加ください。 

 

※詳細、日程等は、4月にHP等で 

 お知らせします。 

令和８年 ３月号 

東京都立八王子盲学校  

校長 田島 由紀子 

（文責：柴田） 

育児相談通信 

点字は近所の視覚障害者に習った。 

自分の手で読める喜びを知った。 

趣味をもつと世界が広がる。 

音楽、スポーツ、旅行が大好き！ 
視覚障害者が行動範囲を広げるために 

歩行の練習は大事！ 

父母がよく外に連れ出し、スポーツやちょっと

危ないこともやらせてくれた。 

様々な経験を積み、刺激になった。 

見て自然に覚えることが身に付きにくいので、

できるだけ言葉で伝えて、手を取って教え

てあげよう。 

知らない場所に行くには、自分から人に尋ねる。 

コミュニケーション力を育てよう。 

視覚障害者に便利な機器やサービスが増えたが、

最終的には人を頼る。 

人との関わりが大きい。 

盲学校ではたくさん触察をした。そのもの

のイメージをしっかりつけるためにも、

触ることが好きになるとよい。 

地元から離れる、人数が少なく刺激が少ないなど、盲学校のデメ

リットもあるが、それは周りの配慮、協力で補えること。 

＜連絡先＞ 
東京都立八王子盲学校 育児相談担当宛 
電話： ０４２（６２３）３２７８ 
メール： S1000220@section.metro.tokyo.jp 
件名に【育児相談】と御記入ください 
（右の2次元コードから送信できます） 
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